
AI するディープラーニング

Group A 配球予想

メンバー :野尻雅音 /福田大知 /齋藤直紀 /鈴木才都 /板垣隼基  

・大量のデータに対して適切な学習パラメータが

設定しきれていない。

・データの中の大事な要素を見落としていた可能性がある。

・いろいろなデータの組み合わせを試すべきだった。etc...

project 14 サブポスター

担当教員 :竹之内高志 /永野清仁 /寺沢憲吾 /片桐泰弘

ディープラーニングを用いて配球予想をしよう！

・ プロのキャッチャーがどのような思考で配球を組み立てているのかを知りたい！模倣したい！

過去の試合データや選手のデータをもとに、 機械学習を用いて、 プロのキャッチャーを模倣する人工知能を作りたい！

参考サイト : プロ野球 試合速報 一球速報 goo ニュース

データ収集班

ディープラーニング班

・ ディープラーニングのフレームワークである 「chainer」 を使用した 4層の入力 9次元、 出力 5 次元のネットワークを作成。

・ 収集したデータから、 コース別打率 5次元、 アウトカウント３次元、 前に投げられた球のデータ１次元の計 9次元のデータを入力として学習に使用。

・ 集めたデータを学習データ約 135000、 試験データ約 5000 に分割。

・ ２５値分類より、 内外と高低で５分割ずつしたものを組み合わせた方が精度が向上すると考え、 二つの識別機を実装。 （下図参照）

・ 正答率は右下の表のようになった。 また、 比較対象として、 ランダムフォレストを使用。

・ 野球歴９年のメンバーが１試合分の予想を行った結果右下の表のようになり、 ディープラーニングの方が正答率が高いという結果が得られた。

外角　真ん中　内角
高め
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低め

・ 野村スコープ （※1） というコンテンツを再現したい！ ※1　野村スコープ : 元プロ野球選手の野村克也氏が、

プロ野球中継解説において、 配球を予測し TV 画面に表示されていたコンテンツ

まとめと考察

・ 予想結果はストライクゾーンに偏りがちであった。

・ 縦分割より横分割の予想結果の方が高い傾向があった。

・ その他の要素 ( 打者が左右どちらの打席か、 前の打席の結果、 ランナーに応じたウエストなど） を加えることで、 正答率が上がるのではないか。

各手法での正答率

ディープラーニング ランダムフォレスト

内外
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・配球予想とは？

・左図のようにストライクゾーンを９分割、 ボールゾーンを周囲１６箇所に分けたうち、

どのコースにボールを投げるか予測する２５値分類の問題として考えた

・複数の Web サイトから一年間のプロ野球の試合データ約１４万球分を収集するプログラムを作成

・下記のようなデータを、 ２０１６年のほぼ全試合分収集！

・アマチュアの人間 （野尻） を上回る予想プログラムを作ることに成功。

ディープラーニング （25 分割）

参考サイト : データで楽しむプロ野球

打者名やコース別打率のような選手個人のデータ アウトカウントやランナー、 球種、 コースなどの

状況のデータ

グループメンバーの予想
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約 28％
約 7％


